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研究成果の概要（和文）：　『カンタベリー物語』キャクストン版[初版(c 1476)(Cx1)と第２版(c 1482)(Cx2)]
以後の重要な印刷本であるPynson版 (1492)と Wynkyn de Worde版 (1498)のデータ入力を行った。パソコン上で
のテクスト処理を施し、Hengwrt写本、Ellesmere写本、Blake版、Benson版、Caxton版[初版(Cx1)]、Caxton版
[第２版(Cx2)]、Pynson版(1492)、Wynkyn de Worde版(1498)を縦軸に並べて一目で共通点と相違点が把握できる
8つのテクスト比較データ（Fragment I)は作成できた。

研究成果の概要（英文）：This project has explored some of the systematic differences between the two
 manuscripts (Hengwrt MS and Ellesmere MS) and the edited (Blake's edition and Benson's edition) and
 printed texts (Caxton's 1st edition (Cx1)、Caxton's 2nd edition (Cx2), Pynson's text(1492), Wynkyn 
de Worde's Text(1498) by performing quantitative analysis, with special attention to Fragment I of 
The Canterbury Tales.

研究分野： 中世英語英文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
今まで  チョーサーの  The Canterbury 

Tales 諸刊本の中で、F. N. Robinson 版テク

ストと N .F. Blake 版テクストについて各

行ごとの比較を試み、A. Jimura, Y. Nakao 

and M. Matsuo, eds. A Comprehensive List of 

Textual Comparison between Blake's and 

Robinson's Editions of The Canterbury Tales 

(Okayama: University Education Press, 1995)

を出版した。これは行単位での単語・語句

の異同を網羅的に列挙した基本的データ

として、国内外で高い評価を受けた。 

 このことは、チョーサーの他の作品につ

いても同じ様な基礎的作業の必要性を示

すものであり、チョーサーの代表作である

Troilus and Criseyde についてもテクスト比

較研究を試みた。その成果は A. Jimura, Y. 

Nakao and M. Matsuo, eds. A Comprehensive 

Textual Comparison of Troilus and Criseyde 

(Okayama: University Education Press, 1999)

に発表した。次に、Troilus and Criseyde 以

前に書かれた夢物語詩 The Book of the 

Duchess, The House of Fame, The Parliament 

of Fowlsの諸刊本のテクスト比較研究を行

い、その成果は A. Jimura, Y. Nakao and M. 

Matsuo, eds. A Comprehensive Textual 

Comparison of Chaucer’s Dream Poetry 

(Okayama: University Education Press, 2002)。

また、The Legend of Good Women 諸刊本

(2003)、The Romaunt of the Rose 諸刊本

(2007)、Boece 諸刊本のテクスト比較を行

った。初期作品群のテクスト、Troilus and 

Criseyde, The Canterbury Tales, The Legend 

of Good Women との言語的連続性を見いだ

し、ひいてはチョーサー自身の言語再建へ

の糸口を見つけることを目的とした。 

 さらに、『カンタベリー物語』Hengwrt

写本・Ellesmere 写本や Gg.4.27 写本と代表

的な刊本とのテクスト比較を試みること

によって、チョーサーの言語を総合的に見

ることを目的にしてきた。以上、本研究で

テクストを問題にしてきたのは、地村

（2004b、2005b・d、2006b、2007a・c、2008b、

2009a、2010c･d、2011a･c）の論文で指摘

したように、例えば、チョーサーの語彙研

究において「嘗めるように読む」テクスト

の信頼性が重要であるからである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ジェフリー・チョーサ

ーの写本と刊本の言語について、コンピュ

ータを利用し、その英語の語彙・統語・文

体を総合的に研究し、チョーサーの textual 

criticismに貢献することにある。 

 本研究では、キャクストン版『カンタベ

リー物語』（c 1476; c14822）以後出版され

たピンソン版 (1492) 、ドゥ・ウォード版 

(1498) と他の写本やテクストとの間に生じ

た異同の問題を取り上げる。Hengwrt（ヘン

グウルト）写本とEllesmere（エルズミア）

写本は『カンタベリー物語』のみの代表的

写本であるが，ピンソン版 (1492) 、ドゥ・

ウォード版 (1498) は、英語の標準化の過程

に大きく関わるだけでなく、最初の刊本と

して重要なものである。これは，地村(2005)

で指摘したように、15 世紀後期に作成され

た印刷本であり、写本を写す時代には出来

なかった英語の標準化の過程に大きく関わ

っただけでなく、16世紀以後の諸刊本に影

響を与えたものである。本研究は、今日ま

でのテクストの伝達と継承の問題を考える

ための基盤的研究である。 
 
３．研究の方法 
 ジェフリー・チョーサーの写本と刊本の

言語について、コンピュータを利用し、そ

の英語の語彙・統語・文体を総合的に研究

し、チョーサーの textual criticism に貢献す

るために、『カンタベリー物語』のピンソ

ン版 (1492) 、ドゥ・ウォード版 (1498) の

データ入力を行い、『カンタベリー物語』



Hengwrt（ヘングウルト）写本と Ellesmere

（エルズミア）写本および Blake 版・Benson

版やキャクストン版などとその共通点・相

違点について対照的に整理する。この整理

のためにパソコンを利用し、具体的な研究

の手順は以下の通りである。 

 ピンソン版 (1492) 、ドゥ・ウォード版

(1498)『カンタベリー物語』のデータ入力

を行い、『カンタベリー物語』Hengwrt（ヘ

ングウルト）写本と Ellesmere（エルズミア）

写本および Blake 版・Benson 版などとその

共通点・相違点について対照的に整理する

ために、パソコンを利用し下記の手順で研

究を進めた。 

(1) 『カンタベリー物語』のピンソン版 

(1492) 、ドゥ・ウォード版(1498)、キャク

ストン版（c 1476; c14822）、Hengwrt（ヘン

グウルト）写本、Ellesmere（エルズミア）

写本という６つのテクスト・データを比較

分析した。 

(2) (1)の Hengwrt（ヘングウルト）写本、

Ellesmere（エルズミア）写本という写本間

の比較データに、『カンタベリー物語』の

Blake 版（The Canterbury Tales (London: 

Edward Arnold, 1980))と Benson 版  (The 

Riverside Chaucer (Boston: Houghton Mifflin, 

1987))の２つの刊本テクストを加えて、デ

ータの比較分析をした。 
 
４．研究成果 

(1) 作成する冊子を A Comprehensive List of 

Textual Comparison between Blake’s and 

Robinson’s Editions of The Canterbury Tales 

(1995), A Comprehensive Textual Comparison 

of Troilus and Criseyde (1999), A 

Comprehensive Textual Comparison of 

Chaucer’s Dream Poetry (2002), “The General 

Prologue” to The Canterbury Tales: A 

Comprehensive Collation of the Two 

Manuscripts（Hengwrt and Ellesmere) and the 

Two Editions (2008)と較べながら、共通する

テクストの特徴を見出す作業を行った。 こ

れは、最終的に写字生の筆跡を見るだけで

はなくて、写本を印刷本として継承してい

く過程の一端を探ることになり、作者チョ

ーサー自身の英語が今日まで受け継がれて

きた英語史的な流れを把握する最短の方法

になるかも知れない。 

 本研究では、『カンタベリー物語』のピ

ンソン版 (1492) 、ドゥ・ウォード版(1498)

とキャクストン版[初版(c 1476)（Cx1）と第

2 版(c1482)（Cx2）]と他の写本やテクスト

との間に生じた異同の問題を取り上げてい

る。 Hengwrt （ヘングウルト）写本と

Ellesmere（エルズミア）写本は『カンタベ

リー物語』のみの代表的写本であるが，キ

ャクストン版『カンタベリー物語』は、最

初の刊本として重要なものである。これは，

地村(2005)で指摘したように、15 世紀後期

に作成された印刷本であり、写本を写す時

代には出来なかった英語の標準化の過程に

大きく関わっただけでなく、キャクストン

以後の諸刊本に影響を与えたものである。

本研究は、今日までのテクストの伝達と継

承の問題を考えるための基盤的研究である。 

 特に、今回は 15 世紀後期に出版されたキ

ャクストン版[初版（Cx1）と第 2 版（Cx2）]

のデータ入力をすすめた。『カンタベリー物

語』の代表的写本と初期の印刷本と今日用

いられている刊本とが容易に比較できるよ

うに、パソコン上でのテキスト処理をする

方法の第一段階に達したといえる。つまり、

Hengwrt 写本、Ellesmere 写本、Blake 版、

Benson 版、キャクストン版(初版 Cx1)、キ

ャクストン版(第 2 版 Cx2) 、ピンソン版 

(1492) 、ドゥ・ウォード版 (1498) を縦軸

に並べて一目で共通点と相違点が把握でき

るデータが散文を除いて完成した。『カンタ

ベリー物語』「総序の歌」冒頭の 12 行を研

究成果の一部としてここで引用する。 
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